
大村市政だよ

る
者
を
含
む
)
学
業
成
績
崎
秀
か
一
受
験
希
望
省
は
三
月
十
ミ
ヨ
か

所
山
川
町
叩

市

制

施

行

日

周

年

記

念

日

に

認

?

動

つ
品
行
方
正
で
、

t
Aぁ一ら
四
月
一一日
ま
で
運
輸
省
子

行

円

九

永

年

勤

続

職

員

な

ど

表

彰

2
2長
さ

る

一

月
十
八
日
開
倒
予
定
で
あ
一

U
K
M日
d
V
M
U
Jサ
で
な
誠
一
ヨ

uum四
日

発
一
同
一
村
所

i
三
月
十
一
日
は
市
制
施
行
十
七
周
一
曲
龍
彦
、
石
川
武

夫

、

林

田

実

相

訪

(

時

(

っ

た

県
盲
人
協
会
大
村
支
部
結
成
一従
来
、
詩
集
の
撃
情
話
は
「事

一と
な
っ
て
り
ま
す
川
内
一窃
期
芝
さ
い
。

州
大
州
問
一日

司

何

日

目

持

信

長

引

均

一

組

主

民

一

ト

お

れ

蜘

以

村

山

内

市

れ

い

司

九

一

一

日

目

ぺ

位

以

U
d
u一
u
h
u
tド
町
山
日
間
一

へ
百
川
い
れ
山
川
町
水
産
課

1

1

1
一が
議
嵐
長
り
記
念
式
語
い、

一
躍
喜
久
郎
、
向
田
襲
、
小
谷
一
一
以

出

抑

制

冗

(

日

唱

日

)

午

前

十
時
か
喜
一
察
の
緊
急
電
話
ほ
高
官
、

ニ
に
書
類
ぞ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
入

一

高

工

水

産

き

あ

な

に

の

翫

の

評

価

格

は

一堅

持

訪

日

い

か

一

uhp緒万彦
一
言

語

一

詩

刊

誌

日

目

堅

持

刊

誌

長

一駐

日

旦

E配
引

か

ら

固

定

資

産

課

税

台

帳

を

縦

覧

一明
日
吟
表
彰
状
と
記
念
品
が
一
日
目
下
秀
夫
藤
井
文
夫
山
一
豆

町

…

崎

市

日

諮

問

関

口

駅

間

ド

一時

五

皆

川

閥

均

一す

の

で

同

日

い

一

所

得

税

の

確

定

申

告

B
昭
和
三
十
四
年
度
の
固
一
審
大
村
市
役
所
税
務
課

一
の
で
、
話
準
年
度
(
昭
和
三
十
三

一著

者

つ

ぎ

の

と

お

り

(

敬

称

一

(

庶

務

課

)

宝

島

ω
れ

じ

ま

す

。

一七

O
醤
」
に
語
レ
て
く
だ
一

遁

訳

案

内

業

一

向

日

昭

一

訪

問

持

kdZ資産
(土

地

、

家

屋

一

一

室

)

の

価

格

を

据

置

い

た

土

地

一略

)

一

一

τ一
分

ン

刊

を

ろ

っ
児
を
調
査

一と
の
一
一
議
長

5
高

台

一

の

試

験

一

主

で

す

。

該

当

の

人

に

は

直

接

~
…
償
却
資
産
)
の
価
格
を
一

異
議
申
立
も
同
時
に

一
ま
た
は
包
に
つ
い
て
は
、
組
一詰

J
ET
一

れ

詳

「

主

主

思

iB百か
mτぢ
子

、

子

輸

省

で

は

昭

和

=

一

十

i導
日
の
通
知

iJ吉

日

…
決
定
し
た
固
定
資
産
課
一
な
お
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
資

一の
袈
換

言

の
ま
ま

r
l川
一郎

一現
在
室
中
の
一
般
市
民
の
結
紘
一
一
身
ル
位
に
同
三
十
年
四
月
一
日
ま
で
の
由
じ

一遇
措
件
は
八
五
一
番
人
五
一ニ
一
通
訳
策
内
業
の
資
格
試
験
ぞ
福
岡
一
も
れ
な
く
指
導
を
受
け
て
、
誤
り

初

刊

誌

乃

は

お
町
村
一語

江

口

刊

誌

は

官

邸

内

野

一自

民

話

回

町

一訪

日

五

一

一

二

月

;

自

且

日

切

日

ゴ

討

「

三

官

同

可

否

;

き

訴

は
縦
覧
し
て
く
だ
さ
い
。
一
の
笥
に
文
書
で
審
査
の
謂
求
を
す
一
審
査
の
謂
求
を
す
る
と
と
は
で
き

一週
川
実
感
小
川
茂
子
、
稿
坂
畳
一都

合

に

よ

り

乱

含

千

台

二

あ

乳

す

す

雨

で

に

福

祉

事

務

所

ヘ

揺

を

く

一刊

当

官

の

ど

協

力

に

よ

子

一

久

原

警

官

四

百

九

十

八

番

J

出
向
医
院
出
口

vM同
間
同
日
[
陣
L
L
ド
v
h
L日
ド
ト
は
一公日目一恥仁川
pul

l
-
-
l
i
l
u
L、U
1
劃
劇
劃
引
1

1

1

1

1

一

し

ま

し

た

。

一

ポ

i
ト
場
の
売
庖

一
ム
入
札
、
開
札
の
日
時
、
場
所

ヘ
民

警

官

つ
ぎ
の
と
お
り
。
一

市
税
滞
納
に
よ
る
差
押
財
産
を
一
八
番

畑

一
反
ニ
畝
十
八
歩

9

旅
客

一な

ど

注

意

が

ほ

し

い

も

の

で

す

二

市

民

の

力

を

結

集

し

て

一

と

の

橋

は

延

長

二

六

・
菜

、
幅

一

一

入

札

二
月
二
十
五
日
午
後
一二

実

旋

一

一
つ
ぎ
の
と
お
り
公
定
付
し
ま
す
一
言
ノ

震
字
銀
野
千
八
十
八
番

一

…

…

間

当

一方
、
お
客
さ
ん
も
こ
れ
に
応

一

一四・

一米
(
悪
質

一一
一
五
米
)
の
一

部

日

入

札

一
時
、
開
札
入
札
結
了
と
同
時
一

日

叫

一か
ら
襲
希
望
者
は
当
日
読
ま
一
の
二
道
百
二
十
坪

行
一

に

澗

ぺ

恥
の
一
え
協
力
せ
ね
ば
完
全
な
も
の
と
は
一

暴

力

追

放

に

協

力

し

よ

う

一
最
新
式
の

P
S
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
市
事
業
で
は
競
艇
場
内
の
売
回
一
に
行
う
。
場
所
は
い
ず
れ
も
事
一
(
月
日
、
場
所
、
設
省

一で
印
鑑
芸
の
否
え
ど
奪
三
一

d
ノ
u
g
M
M五
百
七
十
六

日

一

旅

防

京
こ
ま
一
い
え
な
い
わ
け
で
。
震
が
起
き
一
県
票
率
、
大
村
警
察
署
で
一
皐
刀
に
か
か
っ
た
場
合
は
直
一
橋
(
鉄
筋
の
か
わ
り
に
ピ
ア
ノ
線
一
営
業
の
一
般
競
争

入

札

を

つ

ぎ

の

一

業

課

一

マ

3
月
5
日
一
一
漏
出
張
所
(
一一一
一さ
い。

{税

章

一

2

一

、

予

一
た
ら
わ
が
身
が
危
険
。
と
い
う
気
一喜

一

一

委

ぃ

、

特

殊

工

法

の

橋

桁

義

一

と

お

り
実
施
し
ま
す
。

一
ム
入
札
保
証
金
入
札
金
額
の
百
一
浦
)

一

一
⑤
一
ニ
ノ
郷
宇
中
町
五
十
四
書
回

一一

中

一
四
半
世
間
日
目
一一時間一強制一一一世間帯主訪
日
市
耕
一龍一一一一一五百一一昨日明日妻
古川錯誤一一…一一

ru一一一
丁目堀町有区

別

一

く

引

Zま
一
を
無
事
故
で
す
ま
す
よ
う
、
乗
務
一
集
っ
た
人
た
ち
は
料
飲
底
、
質
一
う
な
形
ド
暴
力
行
為
重

j

ai
l-
-
t一舎
の
種
類
飲
食
庖
、
葉
子
一
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
v
m日
大
村
保
健
所

(大
村
)
一

j

L

一
外
野
十
七
歩

一

る

か

ぬ

い

ち

に

一者
、
旅
行
者
が
、
掛
け
て
ー
た
さ
豆
、
映
函
館
、
土
建
業
、
農
漁
協

E
f
z報
で
き
る
グ
ル
ー
プ
を
一

職
業
訓
練
生
募
集
一

堅

i
ご

E
:
2
3

一

昌

健

課

)
一マ
U
臼
霊
山
強
所
(
福
軍
)
一
ζ

舎

三

一

般

競

争

?

一

0
7郷
誌
の
本
四
百
五
十
六

一

収

日

。

火
災
の
一
き
た
い
も
の
で
わ

し

7
一タ
ク
シ
ー
業
を
は
じ
め
市
、
市
議
一
作
り
、
綿
密
な
連
絡
を
日
芝
っ
一
県
で
は
県
立
職
業
訓
練
所
の
昭
和
一

ぃ

ド

l
i
l
i
l
i
--
玄
日
大
村
保
健
所
(
西
六
村
)
一
ム
入
札
加
入
保
証
金
入
札
金
額
一
番
長

一

畑
六
畝
十
歩

日

付

一

寸

引

問

一

両

日

間

日

抗

日

宣

言

明

日

幹

諒

一て

山

長

時

計

十
で
な
一
括
的
現
時
ぎ
の
と
一

・

赤

ち

ゃ

ん

の

無

料

検

診

一

日

川

区

間

一

時

一

一

れ

河

野

上

即

納

一

d
m訪
日
刊
百
一
一
番

m
h一

一

ょ
う
避
難
一路
で
よ
ぐ
川
イ
ク
の
燃
料
が
焼
げ
一部
長
大
浦
伝
氏
か
員
下
に
お
け
一く
、
妻
、
押
売
L

4
貰
い
な一

入
所
し
て
技
能
修
室
希
子
一

3
月
5
日
か

ら

育

児

相

談

な

ど

も

一時
間
は
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
一
ム
農
地
の
公
売
に
つ
い
て
は
県
知
一

謀

説

字

額
山
千
七
百
二
十

昼

間

オ

い

ω
u
h

民
話
器
室

鯨

盲

人

協

会

事
件
は

一O
番
へ

大村モータポート

開 催

3月1

8 

25 

。月下旬号)

大
村
支
部
結
成
大
会

大
村
笹
察
審

(才202号)り

{
福
祉
事
務
所
)

3 

10 

27 

2 

日

g 

26 

2月28

3月 7

24 

会
明
選
挙
1
見

て

、

切開

い

て

、
知
フ
て

、

選

ぼ

う

り

っ

ぱ

な

人

を



社
会
編
祉
協
議
会
に
寄
贈
心
お
年
四
月
辺
同
五
千
円
四
三
城
町
一
戸
島
久
四
郎

(長
男
吉
郎
の
忌
闘
に
)
A
ロ
月
幻
日
二
万
円
松
山
郷
田
野
ま
さ
を

(亡
夫
孝
七
の
忌
明
に
)
ム
ロ
月
U
日
干
円
向
木
場
山
口
岩
男
ム
1
月
初
日
二
千
円
本
経
寺
寒
行
回一

同

一

現
在
で
も
す
で
に
従
来
と
く
ら
べ

一ム
竹
松
郷
六
O
九
松
尾
正
利

一
T
波
戸
湿
り
(札
の
町

t下
波一
る
と
味
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
一
畏
男

勝

則

却

一
一
戸
)
日
排
水
側
稗
議

声
延
長
一
り
、
と
ん
ど
の
時
時
期
に
ほ
楽
し
玄
徳
泉
川
内

郷

五

五

林

田
節

一

六
五
O
米
(
両
側
)
施
行
中
一
い
観
桜
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
一

子

女

礼
子

幻

一
(
札
の
町
通
り
は
完
成
)

一
さ
ら
に
夏
は
海
水
浴
と
と
も
に
一
A
並
松
郷

一
一一

尾
崎
啓

一

同

道
路
約
整
備
に
つ
い
て

は

な

お

と
れ
が
完
成
す
る
と
西
本一

三
T

g
H
質

謡

装

、
延
長
一
以
上
の
よ
う
に
市
内
の
道
路
が
き
一
玖
問
附
突
端
は
キ
ャ
ン
プ
塙
と

て

頁

勝
彦

n

着
々
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す

町

の

三
十
四
号
悶
道
か
ら
駅
前
一
一

一
一
六
米
、
幅
凶
・

五
米
、
二

一れ
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
一

し
て
好
適
で
、
臨
海
常
校
な
ど

一A
翻
訪
第
四
庶
民
住
宅
四
一
号
問

が

余

年
実
現
す
る
も
の
は
つ
ぎ

i
本
堂
川
l
市
点
病
院
角
三
十
一
月
上
旬
完
成

一

と

れ

キ

機

会

に

市

内

の

美

化

に
努
一
に
も
っ
て
こ
い
の
場
明
で
す
。
一
田
和
男

畏
男

和

弘

お

の
ど
お
り
で
す
。

四
号

塁

手

裂

が
完
了
し
一

長

室

り

簡
易
舗
装
、
延
長

一め
ま
し
ょ
う
。

(

建
設
群
)
一
大
村
公
園
は
県
内
で
も
周
指
の

一ム
久
原
郷
一

五

六

東

明

駅

前
監

喝
の
整
備

H
ロ
1
タ

前

内
交
通
の
便
が
よ
く
な
り
ま

一

一
三
五
・八
米
、
幅
七

・
四

米

一

一

桜

の

名

所

で
あ
り
、
笠
間
と
し
一
畏
男

明
彦

昭

M
i
-
-

リ

!
の
周
り
を
ロ
ー
タ
リ
ー

す
。

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

l

i

l

-

-

一

て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
ム

丞

ム

喜

郷

一
七
六
七

一

瀬

広

誌
は
一昨
ド
ヲ
M
M
m一日
叫

昨

日

一

立

派

に

な

る

大

村

公

園

一

時

諸

民

な

一
軒

郷

才

一

一 昭

F
F幻

る
よ
う
に

一
、
O
九
五
平
方
米
一

日
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
、
延

長

一

家

政

蓮

れ

の

憩

い

の

易

一

な

お
、
蓮
池
落
の
た
め
切
客
土一

五
男

理
一一

u

に
わ
た
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

一

ご
七
一
一一
米
、
帽
し
ハ

・
五
米
、
昨

一

，

f

一
は
肥
料
と
し
て
使
う
と
と
カ
で
き

ず

足
木
郷

二

四
O

寺
山
光
次

を
施
行
中
で
、
来
年
度
は
附
近
一

年
十
二
塁
完
成

(駅
前

半

一大
村
公
園
は
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
一
照
明
燈
、
給
水
襲

、
公
衆
便
所
一
ま
す
の
で
、
必
要
の
人
は
無
償
で
一
長
男

光

広

幻

掃

を
完
全
に
舗
装
す
る
と
と
一
堂
川
橋
の
片
側
舗
装
は
来
年
度

一と
レ
て
楽
し
く
利
用
し
て
い
た
だ
一な
ど
を
つ
く
り
ま
し
た
。

一升
識
し
ま
ず
か
ら
、
公
開
特
筆

一
A
戟
馬
場
郷
五
四
O

掲
鰐
正
久

も
に
、
緑
地
帯
を
つ
く
る
予
定

一

実
施
す
る
よ
う
補
助
を
申
請
申

一き
、
ま
た
観
光
地
と
し
て
奨
し
い
一
現
在
は
蓮
池
の
整
備
を
行
っ
て
お
一
務
所

(補
助
グ
ラ
ン
ド
側
)
へ
申
一
度
女

桂
子

お

で

す

。

一

で

す

)

一

公

園

に
す
る
た
め
昭
和
三
土
年
一り、

公
闘
入
口
(旧
図
書
館
跡
横
)
一出
て
く
だ
さ
い

。

(
建
設
課
)
一会
迷
住
宅
一

二
号

森

幸

夫

い
よ
い
よ
大
村
市
の
玄
関
と
し

一竹
松
駅
前
線

窓

罰

金

一

度

か
ら
第

作

薬

害

っ
て
い
ま
一
に
公
衆
便
所
帯
設
置
し
ま
し
た
。

t
i
t
i
-
-一
畏
女

三
佐

子

幻

て
面
白
を

一
新
す
る
乙
と
め
間

一

空

語

H
簡

易

舗

装

、

一

す

。

一

さ

ら

に
来
年
度
は
池
の
周
辺
言

語

韓

睡

輔

自

ム

今

第
二
O
八
山
田
和
夫

近
と
な
り
、
近
代
的
都
市
に
ふ

一

延
長
一
一
九
G
米
、
幅
四

t
四
・
一
大
村
公
園
は
大
村
小
学
校
凶
側
の
一
れ
い
に
す
る
ほ
か
、
必
嬰
な
摘
設
一

留

留

臨

調
関

越

綱

掴

圏

一
二
男

勝
也

昭

M
i
--

さ
わ
し
い
広
場
が
で
き
あ
が
る

一

究
米
、
昨
年
十
二
月
完
成
一
一
羊
四
号
国
道
側
か
ら
玖
向
局
暗
こ
を
つ
く
っ
た
り
、
離
備
を
す
る
よ

一

一

ム
木
場
郷
四
八
九

森

環

雄

一

一

。

一

、

.

一

三

十
四
年

一
月
五
H
以
降
一

と
と
に
な
り
ま
す。

一中
央
舘
遁
り

(
下
田
町
、r春
一
帯
で
、
昨
年
度
ま
で
に
大
村
神
社
一
う
に
考
え
て
し
ま

す

一

一

畏
男
秀
明

1

八
幡
町
線

(
大
村
駅
前

ta一日
町
)
H簡
語
装
、
延
長
三
脅
か
ら
展
望
台
ま
で
の
遊
歩
主

と

の

よ
う
に
、
と
と
し
か
皇
ム
辻
田
町
六
へ

O

鶴

清

己

一

ム
小
路
口
郷
三一

五

安
田
辰
則

町

)
Hコ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
、
一
九
六
米
、
問
一九
米
‘
一
月
中
旬
一
路
、
展
望
台
の
柵
、
真
珠
研
究
所
一
年
に
か
げ
て
名
実
と
も
に
美
し
一
一
二
男

敏
之

昭

お

-m-
n一
畏
女

幸

子

問
ぉ
・
2
・ぉ

延
最
四
二

O
米
.
幅
六
米、

施
行

一

完

成

一

横

の

熱

帯

植

物

園

の

設

盤

、

玖

島

一

ぃ、

立
派
な
公
闘
が
で
き
あ
が
一
ム
伊
勢
町
瓦
O
一
ニ
西
川
光
男
一

ム
徳
泉
川
内
郷
て
一
一
一
一

中
で
三
月
末
完
成
し
ま
す
。

一水

主
町
線

(水
主
町
一
丁
目

l
一崎
突
端
一
帯
に
は
キ
ャ
ン
プ
施
設
一
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
一
一
一女

清

則

M

一

瀬
近
男
一
一一
女

春

代

お

じじじ民一一
um
N
長
引
一
三
国
民
恥
じ
れ
れ
一
日
紅
白
民
一
三
年
-
長
以
前

UU--一言わかれ〕
-ur駅
伝
ぷ
円
一戸山本町一

-UK一一学院長，私一
-u
r-院長
が
が
れ
制
民

入
学
式
で
す
。

一

生
方
が
、
み
ん
な
親
切
に
し
て
一

A
は
な
が
出
た
ら
、
ひ
と
り
で
か
一

い
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
乙
と

一す
る
内
容
を
前
も
っ
て
教
え
て
お
一
ら
な
い
病
気
ゃ
、
保
健
上
注
意

か
わ
い
い
子
ど
も
が
小
学
校
に
入

一

遊
ん
で
く
れ
る
ん
だ
っ
て
き
。
一
む
と
い
っ
た
を
。

一

が
大
切
で
す
。

一く
乙
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
家
庭
に
一

知
り
た
い
乙
と
は
何
ん
で
も
教

一ム
と
不
浄
に
ひ
と
り
で
行
き
、
ひ
一

交
設
訓
練
を
す
る

τれ
よ
り
も
「
生
活
の
し
つ
け
」

一

事
官
、
す
で
に
学
校
医
か
ら

と
っ
て
も
、
そ
の
干
ど
も
自

主

一

否
定
る
ん
だ
。
遠
足
章
一
と
り
で
始
末
す
る
こ
と
が
で
き

一

一

の
宗
大
切
で
す
。
「
登
校
の
し

一

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

と
っ
て
も
・
大
き
な
変
化
と
よ
ろ

一
る
し
、
運
動
会
も
あ
る
。
た
の
一
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

一

パ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
、
パ
イ
ク
の

一か
た
」

「
朝
起
ぎ
て
、
学
校
へ
行

一

し
で
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の

と
び
で
す
。

τい音
楽
会
も
あ
る
よ
。
お
友
一
な
り
ま
せ
ん
。

一

通
行
が
激
し
い
の
で
‘
道
の
歩
一く
ま
で
」
右

(二)

rtJ大
σ}村
玄駅
関前
近
く
面:
目
を

進

む

滋

路

( :t202り1りよfご政やJ大(毎月 1日.10日.208.発行)
昭 和34年 2月20日

(昭和33年4月22日第三廟ポ1¥便物認可)

の

施
行
中

一一-A

新

お

化

粧

横
断
の
し
か
た
な
ど
交
通
訓
練

や
安
全
教
育
巷
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

す
る
名
前
者
呼
ば
れ
た
ら
は
っ
き
り
一

「
ハ
イ
」
と
返
事
が
で
き
る
よ

一

う
に
す
る
と
と
が
大
切
で
す
。
一

「
エ
ン
ピ
ツ
」
と
い
う
単
語
だ
一

け
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

一

「先
生
エ
ン
ピ
ツ
を
忘
れ
て
き

一入
学
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

学
習
だ
け
が
勉
強
で
は

な
い

か
わ
い
く
ば
、

三

つ
教
え
て
六
つ
ほ

め
、
一
つ
し
か
つ

て
良
い
子
に
せ
よ

(市
教
養
)

(
敬
称
略
)

A
額
訪
郷
五
九
朝
度

、
鷲

一

ム

田

下
郷
四
四
四

二
女

正

子

お

一

長

男

寿

1

A
寿
古
郷
四
八
一

吉

田

亨

一

ム

玖
問
郷
四
六
ニ

畏
女

優

子

お

一

畏

男

学

5

A
原
郷

一
二
岩
本
永
四
郎
長
一
ム
下
田
町
三
七

一

田
市
糊
春

男

美

智

男

昭

M
・
1
・
1
一
長
男
一

也

1

ム
申
諏
訪
町
八
五
江
藤
悦
次

一A
杭
出
津
郷
九

一
六
山
田
政
太

畏
男

宏
毅

昭

お

・川
崎

-m
一

郎

長

女

と

み

子

2

A
乾
馬
場
郷
七
七
七

池
本

豊

一
公
恥
部
郷
一

五

藤
田

一

長

女

純

江

初

一

畏
男
顕
一

8

ム
四
三
城
町
一
三
堤
信
男
一
ム
小
路
口
郷
八
O
五

藤
本
光
雄

臣官
男

一
男

昭
MA
-
1
・
3
一
畏
女
恵
子

6

ム
駅
前
住
宅

一
五
号

清
水
道
人
一
ム
黒
木
郷

一二
七

四

鈴
木
正
徳

長
女

弘

美

3

一
五
女

美
智
子

7

A
武
部
郷
三
七

八

楠

本

学

一八一
武
部
郷

一二
六
三

藤
枝

茂

畏
男

功

1

一

長
男

伸

年

7

ム
ニ
ノ
郷
四
二

寺

井
昭
俊

畏

一
ハ
一
北
松
郷
四
四
二
馬
込
歪

女

都

貴
子

昭
犯

-u
-m
一
二
男
秀
喜

4

ム
小
路
口
郷
六
七

一

潤
島
喜
久

一ヘ一杭
出
津
郷
九
四
五

隆
平
平
太

男

三

男

勇
三

日

一

郎

長

男

則
次

9

ム
水
田
住
宅

一
区
乙
四
六
号

原

一八
一原
口
郷
八
六
八

回
浦
節
生

弘
之
一
一一男

光
明

況

一

二
男

禿

借

日

一
月
九
日
以
降
受
付
一
ム
小
路
口
郷
ニ

O
ニ

荒

木

精

一

長

男

進

9

A
並
校
郷
五
一
ニ
三
倉
田

薫

一
ム
玖
島
郷
八
一
二
内
山

博

畏
女
一
実
質
子
昭
MA
-
1
・
8
一
一
委
恭
子

日

ム
諏
訪
第
一
ニ
庶
民
寄
金
丸
勝

一
金
松
郷
ベ
九
九
四
島
政
時

実

畏

男

恒

明

7

一

長

男

正
則

日

ム
玖
島
郷
三
九

一

森

恒

英

一ム
竹
松
郷
九
O
五
浜
脇
徳
次

畏
女
由
紀
子

7

一

長
女

百
合
子

8

ム
昭
和
通
七
七
O

池
田

一
策
一
ム
小
路
口
第
二
住
宅
一

四

号

摘

さ
女

恭
子
悶
お

・
ロ
・
目
一
井
秀
生
正
子

8

八
い
武
部
郷
六
一
六
田
中
陸
奥
子

一A
玖
島
郷
八
九
五
回
口
千
恵
ナ

長
女

伸
哉

泊

一
男

義
弘

6

ム
杭
出
湾
郷
四
四
O

中
島
保
一

A
一
ノ
郷
ニ
ニ
江
川
謄
治

勇

筆

盟

・

1
・
3
一
一
ニ
女
敬
子

9

ム
池
田
九
区
三
O
八
号

伊
東
雅

一ム
杭
出
津
郷
四
九
O

今
回
一
五
郎

治

畏

女

真

貴

子

悶

お

・

一

長

男

慎

一

ロ

q
L

・Q
U

一

・
2

一ム
池
田
郷
ニ
O
一

井

川

弘

ム
乾
馬
場
郷
九
O
四

那

俊

馬

一

四

女

佳
子

7

長

女

愛
子

昭

M
;
・
7
一
ム
古
町
六
区
七
一
九
号

林

茂

ム
武
部
郷
九
O
七

申

嶋
為
太
郎

一

二
男

茂

宏

日

一二男

登
夫

2

一
ム
久
原
郷
四
五

一

田

中

猛

ム
四
ノ
郷
七
二
九

西

正

英

一

三

男

直

孝

M

四
男

俊

彦

昭

お

・
ロ
・
初

一
ム
鵡
川
内
郷
五
七
七
坂
上
貞
雄

ム
大
里
郷
一
一
四
O

森
山
敏
夫

一

畏

男

勝
之

8

長
男

昭

敏

却

一ム
田
下
郷
六
八
O

岳
田
俊
明

ム
久
原
郷
四
三

七

東

厚

一

二

女

智

代

子

9

畏
女

綾

子

昭
弘
・
1
・
5
一
ム
小
路
口
郷
七
五ハハ

高
川
朝

一

ム一
ニ
ノ
郷
三

三

臼

元

秋

良

一

長

男

秀

借

日

二
女

正
予

6

一
ム
出
口
ア
パ
ー
ト
一二

号

徳

永

音
谷

浜
松
武
好 等

妃
己

一
月
主
日
以
降
受
付

A
問
陸
郷
ニ
O
九
高
野
山
戸川右
衛

門

本

人

八
O
才

1
・
1

A
並
松
郷
二
九
O

倉
地
部
七
郎

本
人

五
八
才

4

A
品川
松
郷
五
三
三

倉

田

熊

畏
女

勢
一貴
子

O
才

閉
山川
・
1
・
9

A
顕
訪
第
一一一庶
民
六
号

金
丸
勝

美

長

男

慣
明

O
才

8

A
玖
同
郷
九
五
七

福
山地
松
次
郎

求
人

七
六
才

日

A
除
平
郷
-二
二
五

永

田

博

祖

母

シ

モ

百

一
才

9

A
荒
瀬
郷
一一
一O
九

小
川
峰
次
郎

本

人

口お そ う菜

ス即きで軽手
材

料

ほ
う
れ
ん
草
一一
把
、
油

揚
一一
枚
、
し
よ
P

つ
油
大
さ
じ
荒
は

い、

辛
子
粉
小
さ
じ
一
一
一
ば
い
。

作
り
方
@
ほ
う
れ
ん
草
は
少
抵

の
沸
騰
掛
に
臨
少
々
そ
落
し
て
き

っ
と
湧
が
い
て
水
に
さ
ら
し、

軽

く
し
ぼ
っ
て
ニ
!
一一一セン
チ
に
切

る。
⑨
油
揚
は
熱
湯
を
さ
っ
と
か
げ

て
一
端
を
切
り
、
裂
に
く
る
っ
と

返
し
て
せ
ん
切
り
に
す
る
。

①
辛
子
を
と
い
て
、
し
よ
う
油

で
ゆ
る
め
、
ほ
う
れ
ん
草
と
油
揚

を
あ
え
る
。

A
乾
馬
場
郷
七
七

一
瀬
多
次
郎

本
人

六
三
才

日

企
徳
泉
川
内
郷

一
五
八
柿
本
実

次
郎

本

人

六

五

才

H

A
原
口
郷
九
二

O

杉
木
韓
借

二
男

正

人

四
才

路

A
諏
訪
郷
七
四

多
賀
鉱

一

本

人

六
八
才

M

A
玖
島
郷
一
一ご

三
久
保
田
稲
雄

本
人

四
一一一
才

日

A
申
岳
郷
二
四

一

明
川
光
生

二
男

正

人

七
才

初

A
申
領
訪
町

一
O
五

中
島
文

一

要

チ
ョ
ウ

七

九

才

m

A
乾
馬
拘
郷

一
八

渋

田
忠
郎

父

開

作

七
万
才

Aa
玖
島
郷
四
O
O

高
田
富
雄

母

ツ

ナ

八
宜
才

初

A
開
訪
郷

一
・口六
七

池

問
実
地

帯
一
父
熊
次
郎

七
七
才

ハU

ほ

う

れ

ん

草

油
揚

の

霜
朝
は

天
気
は

よ
い
が
、
捜
耕
に
は
不
便
で
す

こ
の
よ
う
な
朝
は
儒
炭
製
造
に

も
っ
て
こ
い
の
け
和
℃
す。

嬬
炭
は
水
稲
苗
代
ほ
か
苗
床
な

ど
に
十
分
施
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
が
、一林
先
は
多
忙
に

な
る
し
、
籾
殻
も
悪
く
な
る
な

農

事

メ

モ

と

辛

子

和

え

ど
で
、
燃
炭
造
り
が
少
な
い
よ

う
で
す
。

製
法
は
簡
単
で
石
油
か
ん
に
穴

そ
あ
け
、
た
き
付
を
入
れ
士
官

な
ど
で
煙
突
を
立
て
て
、
籾
殻

ゴ一
O
O立
(
約
二
石
)
く
ら
い

帯
焼
く
、
逐
次
、
竹
ほ
う
き
で

ム
ラ
焼
き
し
な
い
よ
う
に
す
る

焼
け
た
ら
、
ホ
で
完
全
に
消
火

し
、
ニ
l
三
附
畑
の
中
に
お
い

て
、
火
の
用
心
を
し
て
く
だ
さ

(
県
農
業
一改
良
部
及
所
)

これはあぶない

道路でのノミドミントンやキ

ャッチ ホ・ーノレは.ケガのもと

まだ小さいこ どもの 人遊

びはやめさせましょう


